
資源循環の環境技術と社会技術の組合せ

安定安心の
廃棄物の処
理・処分技術

循環資源活用
生産システム

リサイクル・
リユース技術

環境技術
（技術開発） 理 処分技術

生産 消費資源 素材生産 生産
・加工

消費

廃 棄

資源
採掘

素材生産

最終処分社会技術

（社会制度・

グリーン
購入（消費）グリーン

調達

廃棄物の
排出規制

リユース・
リサイクル
支援制度

規制）

調達 支援制度
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循環ビジネスの展開；エコタウンを核に地域循環圏の形成

エコタウンと都市（住宅，事業所，商業施
設ほか）・地域（農林水産業施設）の間で
物質循環とエネルギー利用を可能にする物質循環と ネルギ 利用を可能にする
総合的な都市環境計画・再生事業制度

【たとえば、事業評価として】

地域の物質循環や廃棄物発生 環境負荷の分地域の物質循環や廃棄物発生，環境負荷の分
布を測定して，モデル事業の効果を定量的に把
握することのできる統合的な評価システム（地
理情報システムの活用）理情報システムの活用）

【たとえば、モデル事業として】

地域での廃棄物を地域で循環する「地域循環」
の社会実験モデル事業． （案）一般廃棄物、産
業廃棄物、農業系廃棄物を合わせて循環性状

り 組 合わ 収集 地域 資源化
カーボンフリー産業共生地区（案）

によりで組み合わせて収集・地域再資源化

【たとえば、制度として】

産業政策，環境政策と加えて，都市開発や道

循環基盤、産業基盤を活用して、
都市の資源効率向上、低炭素化
を進める総合的な低炭素 資源循

20

産業政策，環境政策と加えて，都市開発や道
路・下水道・インフラなどの都市政策，港湾政策
の統合組織と都市スケールでの循環支援政策

を進める総合的な低炭素・資源循
環の拠点地区・地域の形成



都市活動の横断的な政策と、代替的な計画要素の資源循環、水循環、大気熱エネ

総合的な低炭素都市の設計に向けて

物質環境
廃棄物発生増大 最終処分場不足資源枯渇

都市活動の横断的な政策と、代替的な計画要素の資源循環、水循環、大気熱 ネ
ルギー環境への影響を総合的に評価することによる低炭素都市の計画アプローチ

物質環境
フラックス

広
域

緑

廃
棄
物

水資源の
過消費

植物成長
力減少水環境

フラックス

地下水位
の低下

水循環の
変化 保

水
性

街
区
エ

緑
化

屋

域
資
源
循
環

循
環
生
産

緑
地
整
備
・
里

物
焼
却
炉
更 緑

ヒ トアイランド化
エネルギー過消費

フラックス

エネル
都市構造物による影響

性
舗
装

ネ
ル
ギ
制
御

・
植
栽
配
置

屋
上
緑
化

環産
技
術

里
山
再
生

更
新

緑
地
形
成

ヒートアイランド化エネル
ギー環境
フラックス

拠点都市 圏域圏域

御置

総合的な
低炭素都

○水・熱エネルギー・廃棄物の環境負荷発生・移動の空間解析
○対象空間を設定し 技術導入 年間 低炭素効果 算定低炭素都

市の計画
と評価

○対象空間を設定しての技術導入の年間での低炭素効果の算定
○技術評価システムの行政、市民、企業への情報提供システム

低炭素都市の実現への課題と対応

都市環境技術・政策による低炭素効果の空間的広がり

低炭素都市の実現への課題と対応

都市環境技術・政策による低炭素効果の空間的広がり

低炭素都市街区低炭素都市街区
自然資本共生自然資本共生 技術・事業

BEMS・地域エネル

ギー制御システム／
クールシティ技術ラ

技術・事業
BEMS・地域エネル

ギー制御システム／
クールシティ技術ラ

自然資本共生
技術・事業

緑地拡大／緑地
の地域熱改善／

自然資本共生
技術・事業

緑地拡大／緑地
の地域熱改善／

産業循環
技術事業

資源循環拠点

産業循環
技術事業

資源循環拠点

都市産業共生
地域技術事業
都市廃棄物資源

都市産業共生
地域技術事業
都市廃棄物資源

都市環境
技術・事

業例

都市環境
技術・事

業例
ク ルシティ技術ラ
イフスタイル改善／
自然資本（地下水・
河川水・雨水等利

用）／スマートプロダ

ク ルシティ技術ラ
イフスタイル改善／
自然資本（地下水・
河川水・雨水等利

用）／スマートプロダ

バイオマスを活用
する自立エネル

ギー

バイオマスを活用
する自立エネル

ギー

／エコタウン／
エコポート／産

業FEMS

／エコタウン／
エコポート／産

業FEMS

都市廃棄物資源
代替システム／
産業熱都市利用

都市廃棄物資源
代替システム／
産業熱都市利用

業例業例

用）／ トプ ダ
クトチェーン

用）／ トプ ダ
クトチェーン

都市内にお
ける環境改

新たな炭素吸収力の拡大

カーボンニュートラルエネルギーの利用

建物、工場排熱減少・空調エネルギー消費減

ける環境改
善効果

周辺地域に

カ ボンニュ トラルエネルギ の利用

エコ産業化による発生炭素強度の低減

周辺都市のクール地域化によるエネルギー消費の削減

緑地の冷却染み出し

おける環境
改善効果

国際モデル

費

高環境効率製品利用企業、都
市でのエネルギー削波及効果

国際モデル
都市への環
境改善効果

資源国での自然資源利用削減

技術・都市システムの連携展開によるアジア・は点途上国の削減貢献
22
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都市環境GISデータベース 統合的都市環境解析モデル 技術・政策インベントリ 合意形成支援システム

都市環境の技術・政策計画・評価システムの基本フレーム

圏
域
影
響大気環境

圏域環境

気温

大気・気象
土地利用・被覆

地形・地質 圏域での水・熱フラックス解析

水・熱フラックス解析モデル

•保水性舗装

都市環境改善技術・政策

統合的都市環境解析モデル
による評価支援

計画・評価支援

響
解
析

大気環境

水環境

気温
湿度

風向・風速

河川（水質・水量）

地下水（水位・水質）

ネスティング処理による
境界条件考慮

装
•緑化技術
•屋上緑化
•高反射塗布剤
•街区エネルギ制御

現状の解析・広域条件

都市環境モデルによる

関心の共有

拠
点
都
市

緑地環境 公園・緑地位置

公園・緑地面積

植生種

下水（水質・水量） etc...

公害対策技術・政策

合意できる
将来シナリオ

計画 事業 ジ

計画設計と評価

市
に
お
け
る •人工排熱増加

都市環境指標

都市基盤

建物

土地利用・被覆
交通基盤

建物階数

人口

都市での水・熱フラックス解析

•焼却・溶融技術
•埋立処分技術
•下水処理

公害対策技術・政策 計画・事業ステージへ

都市内での廃棄物の発生・移動解析

る
詳
細
解
析

•植生減退
•外気温変化
•廃棄物発生量
•CO2排出量
etc

都市廃棄物輸送モデル

都市廃棄物

建物

一廃（家庭系）
一廃（事業系）

建物階数
建物用途
建物構造

•製鉄高炉還元化技術

資源循環技術・政策空間データベース

人口地域
統計

粗大ごみ 粗大ごみ

普通ごみ
普通ごみ

排出ポテンシャル

析

圏
域
影

•ヒートアイランド影響
•地下水位・涵養量変化

etc...

圏域環境指標
循環技術

廃（事業系）
産業廃棄物

投入資源
投入エネルギｰ

収率

•製鉄高炉還元化技術
•セメント原料化技術
•難再生古紙再生技術
•アンモニア原料化技術
•廃棄物分別収集施策

廃棄物統計
（Ｈ16年）

収集区域人口
人口
配分

処理計画
(H27年）

目標値
補正

粗大ごみ収集量

普通ごみ
排出原単位

普通ごみ収集量

ミックスペーパー

廃プラ排
粗大ごみ

排出原単位
普通ごみ
排出原単位

粗大ごみ
排出原単位

動・静脈結合型地域間
産業連関分析による拡張

広域影響解析

影
響
解
析

地下水位 涵養量変化
•土地被覆変化
•最終処分場残余年数
etc...

１都3県影響解析
広域循環 川崎産業連関表

地域産業連関表

廃棄物産業連関表

•広域資源循環施策
etc

産業連関分析による拡張
川崎

1
都
3
県

そ
の
他
地
域

川
崎

1都3県
その他
地域川崎

1
都
3
県

そ
の
他
地
域

川
崎

1都3県
その他
地域

行政担当者 研究者・専門家 ステイクホルダ
（市民 企業関係者）

低炭素都市環境技術シミュレーションでの技術・政策シナリオ検討低炭素都市環境技術シミュレーションでの技術・政策シナリオ検討

（市民，企業関係者）

戦略構築

都市環境に関する
研究検討会の設置

関係者召集
関係者召集

戦略構築

～平成20年9月 研究者・専門家
グループ編成

ステイクホルダ
グループ編成

情報収集 都市環境データベース
整備・更新

情報提供

所管都市環境情報の提供
所有都市環境情報の提供

低炭素都市

現況評価

都市環境解析モデル
構築・改変

情
報
更
新

施
策
読
込

情
報
更
新

都市環境施策情報の提示

低炭素都市
環境技術シミュレータ

都市環境の現況評価

込

施策情報提供

参画（意見・意向提示）
参画（方針提示）

都市環境現況評価結果の報告と，
環境改善に向けた技術 政策シナリオの検討

設計・評価 見直し

参画（意見・意向提示）
参画（方針提示）

環境改善に向けた技術・政策シナリオの検討

環境改善に向けた技術・政策シナリオの評価と評価結果の検討，内容修正

提案・共有
平成20年9月～

環境改善に向けた技術・政策シナリオの提案・共有
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23

tanaka
24




